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　ICMP（Internet Control Message Protocol）は，イン
ターネット上のホストへの疎通性があるかどうかを確
認したり，経路上でエラーになったパケットを報告し
たりするために 用いられます．pingコマンド や
tracerouteコマンドはICMPを用いて実現されてい
ます．
　IPv6のICMPであるICMPv6は，近隣探索の機能
も実装されています．本章では，ICMPエコー応答と
近隣探索の機能を実装して解説します．

IPv6のICMP… 
「ICMPv6」の基礎知識
● ICMPヘッダ
▶ヘッダの構造

ICMPヘ ッ ダ の 構 造 を 図1に 示 し ま す． タ イ プ
（Type）は，ICMPの機能タイプを示しています．コー
ド（Code）は，機能の中の詳細な区分を表します．
▶IPv6疑似ヘッダも含めてチェックサムを計算

IPv6ヘッダには，IPv4では存在したチェックサム
がありません．そのため，IPヘッダが運んできた情

報を処理するときにIPヘッダ部分を使う場合は，IP
ヘッダ部分のデータが壊れていないかどうかの検証を
上位レイヤに任せることになります．
　ICMPv6では，チェックサムの計算にIPv6の疑似
ヘッダ（pseudo-header）を含めることになっていま
す．ヘッダのフォーマットは，RFC 8200で定義され
ていて，構造は図2のようになっています．これは，
UDPで もTCPで も 同 じ フ ォ ー マ ッ ト で，Next
Headerの値をそれぞれに入れ替えて使います．

● ICMPエコー
▶疎通性があるかどうかを確認する機能

ICMPエコーは，インターネットのホストに対して，
疎通性があるかどうかを確認するための機能です．
pingコマンドなどに使われています．

インターネット上のホストは，ICMPエコー要求パ
ケットを受け取ったら，内容をコピーしてEcho応答
パケットを送信します．
▶エコー応答の構造

ICMPエコー・メッセージの構造を図3に示します．

図1　通信状態の確認や制御に使うICMPパケットのヘッダ構造

図2　IPv6の疑似ヘッダの構造
ICMPv6のチェックサム計算には，IPv6の疑似ヘッダも含める
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